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3月14日、国鉄上田駅で「エ コー電車」の出発式が行われました。「エコー電車」 とは、 3月14日の国鉄

タイヤ改正に伴って、上団 長野聞を約30分間隔で走る普通電卓の愛称です。式には、その 「エコー電
車」の名付け視の北村貞子さん (市内中野・左から 2人目 )、永野市長 (右から 3人目 )ほか、関係者の

皆さんが参加 しました。

「
お
LW

什
様
需
品ワ
」
を
御
直
結

い
た
た

き
ま
す
と
、
手
続
き
か
H
十
く

-d
み
ま

す

(+ 39) 

(+ 11) 

(十 28)

(-32) 

( 3 ) J 1目玉lL{t')

115，913人

56，488人

59，425人

36，102世帯
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主な内容

3月定例市議会、 60年度予算決まる....
春め全国交通安全逼動...

60年度上田市自治会長名簿・・..
悪質海外商品取引業者に御注意・・.

1動く婦人の家、婦人教室の受講生を募集
お知らせ・・

おくやみ・・・ーー・・・・・・・

国民健康保険特集-
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60年度予算決まる

e-誼函霊盃
3月定例市議会が、 3月|

日から同20日までの20日間の

会期で聞かれました。今回の

市議会では「昭和60年度上田

市一般会計予算案」、豊殿支所

の新築移転に伴う「上田市支

所設置条例の改正案」、「上田

市税条例の一部改正案」、「上

田市国民健康保険税条例の一

部改正案」など39議案が審議

1 されました。そして、 38議案 ，

iが可決、承認され、|議案(意 i

i見書)が継続審査となりまし i

:た。

えつ広報

3月定例
市議会

日i

区 分 59年度 60年度 前年対比
予}司

18，817，910 
% 

骨宣 dzbz 、 計 18，759，126 100.3 

l 土地取得事業 260，000 250，000 96.2 

2 塩田有線放送電話事業 40，426 46，999 116.3 
時

国民健康保険事業3 3，376，856 3，939，480 116.7 
I ~IJ 

交通災害共済事業1'-'" 4 27，261 27，065 99.3 
lιt 、

5 福祉事業センタ一事業 125，853 132，328 105.1 
業

，~ 

6 産 院 事 業 230，041 230，345 100.1 
£Z』玉

7 老人保健事業 3，318，510 3，377，927 101.8 
計

8 同和地資金区住等宅貸新付築q:;.業 374，396 389，727 104.1 

9 公共下水道事業 1，214，764 1，463，572 120.5 

fE3 L 計 8，968，107 9.857.443 109.9 

き
た
し
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

意

い
状
況
が
続
し
て
い
る
。
昭
和
三
十

八
年
に
制
定
さ
れ
た
中
小
企
業
基
本

法
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
企
業

見

書

主
な
条
例
の
改
正

マ
上
田
市
支
所
設
置
条
例
の
改
正

豊
殿
支
所
を
新
築
移
転
し
大
字
芳

田

一
二
六
一
番
地
二
に
設
置
し
、
関

連
し
て
諸
規
定
の
整
備
を
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

マ
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

市
議
会
議
員
と
三
役
に
つ
い
て
、

「
市
議
会
議
員
の
報
酬
の
額
並
び
に

市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
の

額
の
改
定
に
つ
い
て
」
の
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
実

施
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

他
の
特
別
職
の
職
員
に
つ
い
て
も
、

答
申
の
内
容
に
準
じ
て
改
定
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

マ
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

給
料
表
に
つ
い
て
、
六
等
級
制
か

ら
七
等
級
制
に
改
正
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。
給
料
表
の
等
級
は
、
地

方
公
共
団
体
の
規
模
、
組
織
、
職
員

構
成
、
職
務
の
責
任
の
程
度
な
ど
に

応
じ
て
設
定
す
べ
き
も
の
で
、
県
内

の
他
市
や
全
国
類
似
都
市
の
均
衡
を

考
慮
し
て
改
正
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

マ
上
田
市
悦
外
収
入
金
の
督
促
手
数

業
専
任
(
ま
た
は
総
合
政
策
担
当

大
臣
を
設
け
て
、
中
小
企
業
行
政
の

一
元
化
を
図
り
、
総
合
的
中
小
企
業

料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
税
外
収
入
金
の
督
促
手
数
料
に
つ

い
て
、
今
回
、
次
に
提
案
し
た
税
条

例
の
督
促
手
数
料
と
同
様
の
引
き
上

げ
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

ま
ず
、
督
促
手
数
料
の
額
の
引
き

上
げ
に
関
す
る
改
正
で
す
が
、
督
促

手
数
料
の
額
は
、
昭
和
五
十
一
年
か

ら
据
え
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の

諸
物
価
の
高
騰
や
、
県
下
各
市
の
状

況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
実
費
相
当
額

の
原
則
に
基
づ
い
て
引
き
上
げ
を
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
次
に
、
入

湯
税
の
税
率
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

地
方
税
法
に
定
め
る
標
準
税
率
と
、

県
内
の
温
泉
所
在
地
の
市
町
村
と
の

均
衡
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
、
引
き

上
げ
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

昭
和
五
十
九
年
十
月
、
退
職
者
医

療
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
国
庫
支
出
金
の
負
担
率
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
ま
た
、
医
療
費
の
支
出
が

増
加
す
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
の

財
政
負
担
が
増
大
し
て
い
る
現
況
で

す
。
今
回
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
税
率
の

引
き
上
げ
改
正
に
よ

っ
て
国
民
健
康

押
収
資
材
攻
の
健
全
運
営
を
司
っ
て
い

※
労
働
時
間
の
短
縮
促
進
じ
聞
明
石

意
見
書

近
年
、
貿
易
摩
擦
と
も
か
ら
ん
で
、



し
と
し
う
も
グ
d

語
会
庁
い
公
ロ
床
を
レ
た
だ
き
税
率
的

引
き
上
げ
改
正
に
よ

っ
て
国
民
健
康

保
険
財
政
の
健
全
運
営
を
図
っ
て
い
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き
た
い
と
い
う
も
の
て
す
の

マ
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
条
文
中
の
規
定
の
控
備
と
使
用
料

の
一
部
改
正
で
す
。
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
諸
物
価
の
高
騰
、
県
下
市
町

村
の
使
用
料
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

の
給
付
額
な
ど
を
考
慮
し
、
塩
田
母

チ
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
い
て
、
使
用
料
の
引
き
上

げ
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

昭和60年度一般会計当初予算内訳

11意1，282万円L
1 fIT 56万円!
1，8867j円i

1，700万円/

財産収入
総入金
谷附金
長ζ.itJi'，ムユ全刈 :夜
刊日1)交 付 金

2f意9，212万円
2f~5 ，OOO万問
2f，l!2，OOO万円

1 f.l!5，400万円

県支出金

8f意4，690万円

4，5% 

.::a:. 
息

見

※
中
小
企
業
専
任
(
ま
た
は
総
合
政

策
担
当
)
大
臣
の
設
置
に
関
す
る

意
見
書

わ
が
国
中
小
企
業
は
、
国
民
経
済

社
会
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
関

係
す
る
人
口
は
七
千
八
百
万
人
(
全

人
口
の
七

O
%
)
に
及
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

私t

1091守3，692万円

58.1% 

市

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
昭
和
三
十

八
年
に
制
定
さ
れ
た
中
小
企
業
基
本

法
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
企
業

聞
の
生
産
性
、
所
得
賃
金
な
ど
は
著

し
い
格
差
を
生
じ
、
拡
大
の
一
途
を

た
ど
り
「
基
本
法
あ
っ
て
施
策
な
し
」

の
憂
う
べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
、
画
期
的
な
中
小
企
業
政

策
と
合
理
的
か
つ
縦
割
業
種
別
行
政

を
調
整
す
る
な
ど
の
、
効
率
あ
る
行

政
運
営
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
小
企

同

o
万ao 
A
U
 

A
H
U
 

内
ぺ
u

予 備校
災筈復旧費

業
専
任
(
ま
た
は
総
合
政
策
担
当
)

大
臣
を
設
け
て
、
中
小
企
業
行
政
の

一
元
化
を
図
り
、
総
合
的
中
小
企
業

施
策
を
樹
立
、
実
施
す
る
こ
と
が
緊

急
の
要
務
で
あ
り
、
こ
の
実
現
こ
そ

が
中
小
企
業
基
本
法
の
精
神
と
目
標

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
中

小
企
業
専
任
(
ま
た
は
総
合
政
策
担

当
)
大
臣
を
早
急
に
設
置
き
れ
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

※
労
働
時
間
の
短
縮
促
進
に
関
す
る

意
見
書

近
年
、
貿
易
摩
擦
と
も
か
ら
ん
で
、

「
日
本
人
は
働
き
過
ぎ
」
と
の
海
外

か
ら
の
批
判
も
あ
り
、
労
働
時
間
短

縮
問
題
が
論
議
を
呼
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

最
近
の
職
場
に
お
け
る
急
速
な
技

術
亦
花
か
ら
く
る
神
経
疾
患
の
急
増
、

そ
七
て
、
長
時
間
労
働
や
休
日
労
働

の
増
加
か
ら
く
る
親
子
の
触
れ
合
い

の
欠
落
に
よ
る
家
庭
の
崩
壊
、
教
育

の
荒
廃
な
ど
、
現
代
社
会
の
抱
え
る

困
難
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

も
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行
、
生

涯
教
育
な
ど
の
学
習
や
教
養
な
ど
の

要
求
に
こ
た
え
、
勤
労
者
が
人
間
と

し
て
ゆ
と
り
と
心
の
触
れ
合
い
の
あ

る
生
活
を
営
む
う
え
で
、
今
日
、
労

働
時
間
の
短
縮
は
、
極
め
て
重
大
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

労
働
時
聞
の
短
縮
は
、
単
な
る
労

働
条
件
の
向
上
と
い
う
意
味
だ
け
で

は
な
く
、
新
た
な
文
化
の
創
造
と
地

域
社
会
の
再
生
発
展
、
参
加
に
よ
る

民
主
主
義
の
拡
充
の
た
め
に
も
不
可

欠
な
条
件
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
完
全
週
休
二
日

制
の
実
現
、
年
末
年
始
・
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
・
夏
休
み
な
ど
の
休
日
、

有
給
休
暇
の
拡
大
な
ど
を
通
し
て
労

働
時
聞
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
必
要



害
を
補
償
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再

び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な
い
奮

い
を
高

ら
か
に
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
は
原
爆
被
害
者
援
護

法
を
直
ち
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
も
の
で
あ
る
。

二
十
万
一
千
円
の
減
と
な
り
、
こ
れ

に
よ
り
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計

の
総
額
は
、
二
百
七
億
八
千
百
十
三

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で

は
、
共
同
集
会
施
設
補
助
金
七
百
八

十
万
円
、
民
生
費
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
に
対
す
る
財
政

調
整
の
た
め
の
繰
出
金
六
千
万
円
、

商
工
費
で
は
、
上
田
商
工
会
議
所
会

館
建
設
補
助
金
五
千
万
円
な
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
は
、
財
政
再
建

を
目
指
す
国
の
施
策
の
影
響
も
あ
り
、

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
額
、
起
債

充
当
率
の
低
下
な
ど
か
ら
、
一
般
財

源
へ
依
存
す
る
面
も
あ
り
、
財
政
的

に
は
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
実
施

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
事
業
も

順
調
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
決
算
見
込
み
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

と
も
に
健
全
財
政
を
維
持
で
き
る
見

通
し
で
す
。

だ 昭和60年4月1日一一一(4)ー

lつの生人こがさ ※要な
jそ苦きがれーれ四を原 請措
うし残亡ま瞬た十求爆す置
j深みつくでに原年め被るを
) 亥'Jはたなにし爆前る害 。早
;化、約つ少てに、意者 急
し高四てな地よ広見援 に
jて齢十いく獄り島書謹 講
) い化万るとに、. 法 ず
iると人 。も変二長 の る
{。との辛三えつ崎 即 よ
j も被う十らのに 時 う
! に爆じ数れ都投 制 強
i い者て万、市下 定 く

j者人訴 るとよみ法きと
j援々えそ。いりをはた、被
}謹のでれ うも和、園長爆
j法願あは 強「らこ家年者
のいり 、 ぃ再げの補そが
j衛IJで、被 願 V るよ償の「
}定も日爆 ぃ被だうの制さ
; はあ本者 が爆けな原定 E
、る固め 込者で被爆をて

j因 。民命 めとな爆被求2
}が原とを らソく者害め
{原爆世か れく、の者続 2
1爆被界け て?な苦援けた
j被害のた い rにし護てど

j般
iムヱミ
} 計

ja 
i主
;古
四
i千
i八

j百

え

一般会計当初予算の主な内容(歳出)

つ広報戸第 932号

事総務費

ニューメディア基本計画策定委託料

ニューメディア実験委託料

模写電送システム改修工事費(本庁日支所)

市長選挙費(61年 3月実施予定)

自治会共同集会施設新設改修事業等補助金

県営水道料金差額補助金

自治会事務委託料

本民生費

相染問女子用浴場改築工事費

視覚障害者用交通信号付加装置設置工事費
(大屋北交差点)

老人日常生活用具給付事業費

寝たきり老人家庭介護者慰労金

重度，心身障害者介護者慰労金

老人施設入寮者措置費

宇衛生費

家庭雑排水汚泥処理施設建設工事費 2億4，905万6千円

「寝たき り老人をかかえる家族の会」事業費 38万円

ヒ田市・真田町じんかい焼却場組合負担金 1憶6，500万2千円

上小衛生施設組合負担金 2億2，301万円

ド労働費

勤労者住宅建設資金融資預託金

勤労者退職金共済掛金補助金

勤労者互助会補助金

《農林水産業費

新技術導入試験事業委託料 198万円

本しめじ周年栽培施設建設事業費(伊勢山地区)
9，696万円

新民業構造改善事業補助金(浦里南部地区) 6，169万5千円

農地開発利用促進事業補助金(殿城南部地区)1，184万円

段村総合整備モデル事業費 1億2，606万9千円

{商工費

中小企業融資預託金

中小企業融資信用保証料

上回商工会議所会館建設事業補助金

仮称別所温泉センター建設事業費

土木賞

役場長入線改良舗装工事費(市民の森関連) 5，000万円

川辺13号線改良舗装工事費(創造館関連) 3，500万円

市民の森公園整備工事費 5億2，621万6千円

長池公困整備工事費 8，488万6千円

個人住宅建設資金融資預託金 1，500万円

市営住宅建替工事費(千曲町団地) 7，472万5千円

消防費

消防団無線基地局設置工事費

第四分団車庫詰所建設費(上室賀)

教育費

北小学校ブール新設工事費

{反科、第 6中学校地質調査委託料

塩尻小学校校庭夜間問、明工事費

公償責

起債元利償還金

日
年
度
最
終
補
正
予
算

1，000万円

130万円

2，000万円

1，741万5千円

3，645万円

2，500万円

4，175万9千円

106万円

145万9千円

1，170万円

200万円

2億5，984万8千円

7，000万円

2，500万円

188万8千円

4，000万円

11億4，000万円

6，300万円

6，000万円

7，800万円

浄
水
器
使
用
上
の

115万円

1，200万円

6，300万円

280万円

1，200万円

20億4，266万8千円



新農

農地

農村司F

F商工費

t 中小
中ノj

上回

イ反新冴

t土木 費

役場長

川辺13

市民の

長池公

f国人f主
市営住J

t 消防費
消防団!

第四分l
教育費

北小学4
イ反称第 1

塩尻ノJ， ~ 

h公債費

起債Tê~

tl 

岐
か
く
な
う
て
く
る
と
、
子
供
や
J

お
年
寄
り
か
街
頭
に
出
る
機
会
が
多
~

く
な
り
ま
す
。
特
に
、
子
供
た
ち
は
〈

通
図
、
通
学
時
に
思
わ
ぬ
行
動
を
と
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
転
者
は
、

気
配
り
と
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
に
よ
川

り
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
い
浄
水
器
は
、
水
道
水
に
含
ま
れ
て

よ
う
。

〈
い
る
塩
素
ゃ
に
お
い
を
取
り
除
く
構

寸
|
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
-
-
J
J
造
に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
活

一
重

油

り

E
長

一
…
性
炭
が
こ
れ
ら
の
物
質
を
そ
の
表
面

一
、
定
雷
島

σ
言

一

己
川
一

一
、
7
t
z

〈

--1
-

J

一
〈
に
吸
着
し
や
す
い
と
い
う
特
性
を
利

「
|
l
i
l
i
-
-
lil
i
-
-
-
L
J
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

全
国

一
斉
に
実
施
さ
れ
る
運
動
の
川

一:jooo
l
i
---

重

点

は

、

次

の

と

お

り

で

す

。

ど

浄

水

器

1

新
入
学

(
園
)
児
を
中
心
と

し

ど

細

菌

の

繁

殖

た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
川
一
I
l
i
l
i
-
-
:
:
:
v
i
l
li--i
l-
-
J

2

シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
水
道
水
に
は
、
消
毒
の
た
め
の
塩

着

用

の

徹

底

い

素

が

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

浄

水

器

に

3

二
輪
卓
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
~
水
道
水
を
通
す
と
、
こ
の
塩
素
が
取

転

の

追

放

…

り

除

か

れ

て

し

ま

う

た

め

水

の

消

毒

寸
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-」
川
効
果
が
な
く
な
り
、
浄
水
器
内
に
細

一

〔

l

eI

'

一
〈
菌
が
繁
殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
ス

ロ

ー

ガ

ン

一

一

a

e

-

-

d

、，

一
川
こ
の
細
菌
は
、
必
ず
し
も
病
原
菌

「
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-ー
ー
ー
し
川
の
よ
う
な
危
険
な
も
の
で
は
あ
り
ま

O

シ
l
ト

ベ

ル

ト

…

せ

ん

が

、

水

道

水

の

水

質

基

準

で

は

、

い
つ
も
乗
る
た
び
乗
せ
る
た
び
川
水
の
衛
生
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点

。

ま

が

り

角

~

か

ら

、

一

般

細

菌

に

つ

い

て

一

ミ

リ

と

ま

る

習

慣

川

リ

ッ
ト
ル
中
に
百
個
以
下
で
な
け
れ

O
と

び

出

し

は

い

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

定

め

ら

れ

て

お

は

く

も

車

も

~

リ

、

飲

み

水

に

細

菌

を

繁

殖

さ

せ

る

川
こ
と
は
、
衛
生
上
好
ま
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

浄

水

器

使

用

上

の
注
意
点

水
道
と

家
庭
用
浄
水
器

4月20日・21日

春の全国交通安全運動

真田まつり

水
道
水
の
塩
素
臭
が
気
に
な
る
な

ど
の
事
情
か
ら
浄
水
器
を
使
用
さ
れ

る
場
合
は
、
次
の
点
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

御
注
意
く
だ
さ
い
。

一、

取
扱
説
明
書
に
基
づ
い
て
、
正

し
い
操
作
を
す
る
。

二
、
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
の
取
り
替
え
時

期
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
す
る
。

三
、
夜
間
な
ど
長
時
間
の
停
止
の
後

で
使
用
す
る
場
合
に
は
、
浄
水
器

内
に
た
ま
っ
た
水
を
捨
て
、
さ
ら

に
、
し
ば
ら
く
水
道
水
を
流
し
た

後
で
使
用
す
る
。

4 6日rIIEJ月[lij日 I

三
大
市
民
ま
つ
り
の
一
つ
「
上
田

真
固
ま
つ
り
」
が
、
四
月
二
十
日
出
、

二
十
一
日
間
に
聞
か
れ
ま
す
。
両
日

と
も
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
参
加
、

御
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
二
十
日
に
は
、
上
田
市
民
会

館
で
、
午
後
二
時
か
ら
「
ハ

ッ
ス
ル

の
ど
自
慢
大
会
」
、
午
後
五
時
三
十
分

か
ら
「
ミ
ス
上
田
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

聞
か
れ
ま
す
。

四
月
二
十
一
日
に
は
、
午
前
十
一

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
「
真
田
武
者

行
列
」
が
聞
か
れ
ま
す
。
当
日
は
、

「
真
田
太
平
記
」
に
出
演
す
る
榎
木

孝
明
さ
ん
、
木
之
元
亮
さ
ん
も
特

別
参
加
し
ま
す
。
上
田
城
!
大
手
町

l
海
野
町
l
松
尾
町
l
原
町
(
往
復
)

と
練
り
歩
き
ま
す
。

な
お
、
四
月
十
七
日
嗣
午
前
十
時

か
ら
、
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
で
、
成
沢

定
平
さ
ん
(
東
京
)
御
寄
付
の
「
真

田
幸
村
公
銅
像
除
幕
式
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

だえつ一(5)一一昭和60年4月1日 広報

悪
質
な
販
売
業
者
に

御
注
意
を

浄
水
器
の
版
売
に
際
し
、
水
道
水

か
危
険
で
あ
る
と
い
う
チ
ラ
シ
を
見

せ
て
消
費
者
に
不
安
を
抱
か
せ
た
り
、

処
理
性
能
な
ど
を
誇
大
に
宣
伝
し
た

り
し
て
販
売
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
、
悪
質
な
版
売
業
者
に

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
気
を
付
け
て
く
だ

メ
」
い

。
な
お
、
浄
水
器
に
関
し
て
は
、
販

売
居
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

¥ 

待
つ
し
つ
け

ど
っ
き
ん



上岡市自治会長名簿
一

一吋
一加
一
山
一
加
一

m一“一
ω一
則
一
則
一
山
一
則
一
問
一
回
一
郎
一制
一
川
一知
一
問
一郎
一問
一
山
一
叫
一
ω一
お
一
幻
一
日
一
川
一
例
一
郎
一

m一
羽
一
%
一
郎
一
万
一
山
一
川
一
幻

0地区副会長

有線電話

2 -2375 

2 -2502 

2 -2665 

2 -2787 

2 -4912 

2 -5158 

2 -5611 

2 -5722 

2 -5859 

2 -5984 

2 -6343 

2 -6576 

2 -6818 

2 -6990 

2 -7228 

2 -3013 

2 -3123 

2 -3267 

2 -3324 

2 -3418 

2 -3577 

2 -3711 

。地区会長

電話

27-1020 

22-4640 

22-9104 

23-0812 

27-1025 

27-7012 

27-5425 

24-6947 

22-8106 

24-0361 

24-5955 

27-2305 

24-8691 

24-7891 

23-0931 

24-8290 

24-0875 

27-0395 

27-0503 

27-0808 

24-6152 

27-8897 

27-9748 

22-7351 

36-3301 

36-2431 

35-0889 

36-2777 

36-2779 

35-2547 

27-3034 

24-9326 

27-6833 

24・-0883

24-5755 

24 3997 

雄
一
重
一
夫
一
雄
一
明
一
郎
一保
一
夫
一
郎
一
秋
一
夫
一
雄
一
夫
一
元
一
男
一
徳
一
明
一
重

~-

自治会長名

竹内弘徳

山越 勝雄

山辺 正勝

池田公保

大井正吉

j青* 1呆
北 沢忠雄

中村民夫

吉池晴雄

山口 茂

金津秀明

木本久治郎

宮島昭二

松沢誠

望月郁

柳沢栄

荻原辰

六 川 一

小林義

唐津一

尾沼

相1I 沢

中沢

堀之内

箱 山

桜井

石坂

竹原

坂口

キ本

春

逢

佐

樋

上
出こ

郁
一
松
一酉
一
正
一
健
一
惇
一
祐
一
智
一
義
一
清
一
秀
一
栄
一
哲
一
助
一
弘
一川

木
一
入
一
上
一
回
一
回
一
回
一
り
一
台
一
回
一
郷
一
郷
一
水
一
沢
一
坂
一
戸
一，

.:.L，、 L>- -'7 

{"コ"" -t二1
上 沢

国分

下堀

上堀

畑山

伊勢 山

富士見台

神科新屋

野竹

西聖T 竹
笹 井

川 原

岩門

染屋

蛇沢

金井

山口

大久保

長島

金剛寺

森

日

吉
一
之

之
一
井
一
吉
一
吉
一
か

清

大
一
長
一
宮
一
小
一
中
一
町
一
ひ
一
院
一
下
一
林
一
下
一
岩
一
矢
一
亦
一
波

自

神 I~

。

。

。

川10

豊

殿

干斗

神

吋一
山
一
日
一

ω一問
一川
一
湖
南
一
川
一
知
一
山
一
ω一
山
一
間
一

m一町
一間
一
附
一

m一
川
一
目
一
則
一
刊
一
則
前
一
山
一
則
一
山
一

m一
η
一
m一
回
一
凶
一

ω一
間
一
則
一
削一一

有線電話

2 -7441 

2 -7571 

電話

22-8809 

23-1597 

22-5752 

22-1477 

22-7030 

22-1466 

22-0261 

24-5914 

22-8836 

22-3096 

23-0612 

22-0787 

22-8393 

23-2765 

22-4730 

22-5665 

22-0443 

22-1305 

22-0529 

22-0195 

22-1373 

22-7757 

24-6633 

22-6325 

22-3028 

22-1016 

22-0194 

23-1405 

22-0607 

22-0950 

22-3450 

22-3374 

23-1658 

22-8598 

22-8983 

22-1432 
.2..2_ "，，- ~_30 

昭和60年度

自治会長名

小林弘太郎

斉藤 貢

関 延雄

大塚 明

箱 山 住夫

上原八郎

島 田林 助

平野茂雄

桜井 正

後藤利寿

干場文男

中沢 勝

白 井 季次

宮原俊夫

大森袈裟董

水出善助

丸山源兵衛

石 井幹 雄

畠 中 豊蔵

神林誠一

横谷重時

神尾精-

I亘 川 一
春原

穂谷

荻野

大久保

吉岡

高桑

小宮山

滝沢

滋野

宮尾

橋詰

滝沢

島 川

治
一
雄
一
潔
一
一
一
関
一
見

一一
一十一
利 雄
一男一一

一尋一
一

久

藤
一千一山

ζ.L、 L>、ゐ7
f 11 :l:'三 宅コ

踏 入

泉町

上常田

中常:田

下常国

北常国

材木町

常入

南天神町

泉平

北 天神 町

松尾 町

鷹匠町

本 町

末広町

大手町

横町

海野町

原町

袋町

馬場町

田町

丸堀町

木町

北大手

上川原柳町

下川原柳町

愛宕町

上鍛冶町

鍛冶 町

上 房 山

下房山

柳町

華庁 田

上紺屋町

下紺屋町
乞泌ー Hγτ 

自

東 I~

部10

。

。
一
O

。--央

0 
北

部
ι一一ー
@ 

音R

南

中

ー

(5
1
1
1
1
E
H
丈
噌
堂
。
一
言
=

'て、

溝

8 

'K 

ミJ

砂
町
内
。

M
m
l



国

保

カぐ
健

だく特集〉

あ
る
日
突
然
、
引
払
た
ち
の
佐
川
を

製
う
病
気
や
け
が
。
た
れ
も
好
ん
で

病
気
や
け
が
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
そ
の
た
め
に
多
制
の
似
し

療
代
か
必
裂
に
な
ゥ
て
し
ま
い
ま
す
，

川
氏
位
胤
似
険

(
凶
保
)
は
、
こ

ん
な
と
き
の
た
め
に
、
ふ
だ
ん
加
入

折

(被
保
険
者
)
が
、

凶
民
俗
康
保

険
税

(
似
険
税
)
と

い
う
形
で
お
金

を
山
し
ん
け
っ
て
お
き
、
こ
れ
に
川
か

ら
の
補
助
全
な
ど
を
加
え
て
医
瞭
刊

の
れ
判
を
料
減
し
よ
う
と
い
う
、

相

似
扶
助
の
川
州
に
ぷ
一
づ
い
た
制
度
で

す
ω川

似
は
、
だ
れ
も
か
山
γ
等
に
朕
析

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、

位
脱
で
川

る
い

社
会
の
党
民
を
目
指
そ
う
と
い

う、

同
の
け川上中
的
な
医
療
制
度
の
一

つ
で
す
。

えつ一 (1)一一一 H{H1I60年4)J 1 H一一一一広報

国
保
は
強
制
適
用

阿
保
は

「
病
気
や
け
が
を
し
な
い

か
ら
加
入
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

凶
保

へ
加
入
す
る
か
し
な
い
か
は
、

守

る
康
F晶『

家

族

自
分
の
意
志
で
な
く
、
他
の
健
康
保

険
の
適
用
が
あ
る
か
な
い
か
で
定
め

ら
れ
る
強
制
適
用
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
他
の
位
収
似
険
を

や
め
た
り
、
新
し
く
し
仁
川
市
民
と
な

っ
た
と
き
な
ど
で
、
た
と
え
川
け
山

た
日
が
逝
く
な
う
た
と
し
て
も
、
凶

保
に
加
入
す
る
日
は
、
他
の
健
康
保

険
を
や
め
た

H
の
刊

け
と
か
、
新
し

く
し
仁
川
市
民
と
な

っ
た

U
に
さ
か
の

は
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
・
脱
退
手
続
き

川
保
に
加
入
し
た
り
、
脱
迅
す
る

千
続
き
は
、
そ
の
川
市
の
世
併
七
の

い
刀
が
行
う
の
が
原
則
と
な

っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
会
社
な
ど
に
勤
め

た
り
や
め
た
り
し
た
と
き
、

自
動
的

に
国
保
の
加
入
や
脱
退
手
続
き
が
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
両
校

や
大
学
を
卒
業
し
て
他
の
健
康
似
険

に
入

っ
た
り
し
た
と
き
も
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
に
必
要
な
書
矧
な
ど
は
、

別
表
二

の
と
お
り
で
す
。

保

険

百正

国
保
に
加
入
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証

(
保
険
証
)
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

現
ト
れ
の
保
険
証
は
黄
色
で、

上
川

ト
山
外
に
い
る
学
生
の
特
さ
ん
に
法
制

地
問
と
し
て
別
に
a

父
付
す
る
ほ
か
は
、

一
川町
市
に

一
位
し
か
交
付
し
ま
せ
ん
勺

保
険
証
は
、
川
川
似

の
被
似
険
桁
て

あ
る
と
い
う
一
札
川
壮
行
で
、
同
時
に
医

折
の
診
療
を
受
け
る
と
き
の
交
診
券

の
役
目
を
果
し
ま
す
か
ら
、
大
切
に

版
い
ま
し
ょ
う
。

「
退
職
被
保
険
者
等
説
明
書
」

ま
た
、
以
一
職
被
保
険
析
の
む
お
よ

び
そ
の
扶
控
家
政
に
は
、
川
辺
職
被
保

険
行
常
一
守
一祉
川
μ

札口

(
特
例
証
)

じ
か
交
付

さ
れ
ま
す
。

特
例
証
は
、

わ
か
く
さ
色
で
、
医

ド
引
の
訟
療
を
受
け
る
と
き
は
、

保
険

証
と
特
例
証
の
両
方
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
(
詳
し
く
は
、
二
ペ
ー
ジ

を
御
山
く
だ
さ
い
)

凶
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付

同
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
に
は
、

別
表
一
お
よ
び
別
表
問
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
の
で
、
御
比
く
だ
さ
い
。

IEl:けIH. '1' めには、{以 r;会証・正11 J.~L • ;旦服純1h:
|;~~ {';一等，iI!")J，':: ~ í~!J.t!i参くたさい

ん な と き |子続き ・必要な，';:1:(，うと

，fE; 国保で受けられる給付 (別表 I) 
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1山証P'if則被/'i1H'd刊日11i，f:i..) 
する 1
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7 '，i，lJ 
，(lij;\H直 f~'1'11 /'i It 8 ，1;11 
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類種

|災行の診:JJ;i:を"1けた

助

金

一費

当

一

手

一祭

児

一

育

↑葬

医
者
へ
行
く
と
き
・
:

一

組
峨
峨
一
州
蛾
保
険
証
と
特
例
証
忘
れ
ず
に

一

別ぷ 4 を i~II'tJ.くたさい
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} 防止 |③Ui似点
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届け

国

保

こ
れ
ら
の
凶
け
山
を
な
る
と
、
病

れ
や
け
が
を
し
て
も
保
険
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
間
の
医
療
時
は
、

い
っ
た
ん
全
制
什
分
で
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
、
医
者

に
か
か

っ
て
い
な
く
て
も
、
国
保
税

は
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

σ〉
届

出

同
保
の
手
続
き
は
、
加
入
ば
か
り

で
な
く
、
他
の
制
度
に
加
入
し
た
と

き
や
作
所
な
ど
の
異
動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
千
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
a

(別表 2) 

届け出をしなければならなしサ易介 おn'ちいたたくもの

11示4 他の社会保険などをやめたとき
印a，¥l，'， ・社会保険資料喪失証flJJ，1::・(1玉|

{米の保険証)

1m 転入してきたとき 印拡・ ([:fq似の保険証)
人
子供が生まれたとき 印鑑・ ιl保のイ別検証

1lt長| 他の社会保険に加入したとき
印鑑・社会保険資格取得証明書・(HI

保)と[:EIf恥のf呆|検証
!l) 

迅1見 転出するとき 印鑑・匝l似:(1)保険証

死tしたとき 印鑑・匝l保の保険証

変.~ 
住所・世帯主・氏名などが変わった

印3監.r:tlf*の f~1検証
とき

学生などで遠隔地用の保険証が必要 印鑑 ・国保の保険証 ・イl学 (または

そ
なとき 入固など)証明書

の

他
保険証をなくしたり、汚したりした

印鑑 ・免許証など本人である証明
とき

の保国

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方

日
日
以
内
に
届
け
出
を

こ
の
届
け
出
は
、
事
実
が
発
生
し

て
か
ら
十
四
日
以
内
に
世
帯
主
が
す

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら

の
届
け
出
は
、
市
民
課
お
よ
び
各
支

所
の
ど
ち
ら
で
も
都
合
の
よ
い
と
こ

ろ
で
で
き
ま
す
。

国
保
の
取
得
日
は
、
会
社
な
ど
を

退
職
し
た
翌
日
や
転
入
し
た
日
な
ど

で
、
脱
退
の
日
は
会
社
な
ど
へ
勤
め

た
日
や
転
出
し
た
日
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国

保

と

交

通

事

故

) は、現イ1 : ぉ t.~ti ちの方だけに該当します。

医
療
費
は
加
害
者
へ
請
求

万
一
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か

ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療

官
は
、
被
害
者
に
重
大
な
過
失
め
な

い
限
り
、
加
害
者
が
全
制
負
判
す

べ

き
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
と
き
、
加

害
者
に
お
金
の
持
ち
合
せ
が
な
い
な

ど
の
理
由
で
国
保
を
使

っ
て
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
こ
の
よ

う
な
場
合
で
も
、
あ
と
で
国
保
か
ら

加
害
者
に
そ
の
立
て
替
え
分
を
前
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
 
)
 

、「

L
rι1
 

(
 

「
傷
病
届
」

の
提
出
を

も
し
、
悶
保
の
係
が
交
通
事
政
な

ど
に
よ
る
傷
害
な
ど
を
知
ら
な
い
で

い
た
ら
、
加
害
者
に
対
す
る
請
求
権

を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と

し
て
必
要
の
な
い
医
療
費
ま
で
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
に
あ

っ
た
ら
、
必

ず
国
保
の
係
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
を
出
し
、
ま
た
、
後
遺

症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

相
手
を
確
か
め
る

交
通
事
故
に
あ

っ
た
と
き
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①

加

害

者

の

住

所

・
氏
名

・
勤
め

先
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
く
。

②
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
覚

え
て
お
く
。

③
自
慢
者
を
捜
し
て
お
く
。

④
示
談
は
慎
重
に
す
る
。(
相
手
が

謝

っ
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
も
簡

単
に
は
応
じ
な
い
)

任
意
継
続
と

継
続
療
養

任
意
継
続
と
は

こ
の
制
度
は
、
会
村
な
ど
を
退
職

退
職
被
保
険
者
に一}十

・
0

す
る
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
一
定

期
間
以
上
(
各
健
康
保
険
に
よ
り
異

な
り
ま
す
)
そ
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
皆
さ
ん
が
、
退
職
の
日
か

ら
二
十
日
以
内
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、

引
き
続
き
そ
の
健
康
保
険
の
任
立
桝

続
被
保
険
者
と
し
て
、
今
ま
で
同
様

の
医
療
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

期
間
は
最
高
二
年
間
で
す
が
、
退

職
し
た
年
齢
に
よ
っ
て
特
例
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は

自
由
で
す
が
、
保
険
料
の
額
な
ど
と

国
保
の
保
険
税
、
給
付
の
内
容
な
ど

を
比
較
し
て
有
利
な
方
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

継
続
療
養
と
は

こ
れ
は
、
任
意
継
続
と
異
な
り
、

保
険
料
の
納
付
は
要
し
ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
、
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
中
に
発
病
ま
た
は
、
け
が
を
し

た
も
の
に
限
り
、
そ
の
病
気
や
け
が

の
初
診
の
日
か
ら
五
年
間
は
継
続
し

て
医
療
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ

以
外
の
病
気
な
ど
の
治
療
に
つ
い
て

は
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

そ
の

た
め
に、

退
職
し
た
翌
日
か
ら
国
保

に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

② 
て い
生退る
iri ~f.x ); 
を被
し{米
て|攻
いれー
る の
JJ 4{ 
人

よ
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年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方

加
害
者
に
そ
の
立
て
替
え
分
を
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
診
時
に
は
・
・
・
・
保
険
証
と
特
例
証
が
必
要

川
保
の
被
保
険
析
で
、
退
職
被
保

険
桁
に
ふ
品
山
町
ー
す
る
打
は
、
じ
ト
必
に

な
ゥ
て
主
人
山
阿
佐
に
該
当
す
る
ま
で
、

「
退
職
折
医
療
制
度
」
と
い
う
新
制

度
の
も
と
て
医
者
に
か
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
P

退
峨
被
保
険
荷
お
よ
び
そ
の
被
状

益
計
に
該
当
す
る
方
か
医
お
で
受
診

す
る
と
き
は
、
必
ず
保
険
証
と
品
峨

被
保
険
者
等
説
明
品川

(特
例
一
社
)
の

刷
ト
々
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
も
し
、

お
持
ち
に
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
窓

口
て
お
令
を
余
計
払
う
よ
う
に
な
勺

た
り
、
一

般
の
方
の
診
療
伐
と
出
合

だく特集〉えつ一 (3)一一一昭和160年 4}J 1日一一一一一広報

し
て
い
る
た
め
、
保
険
者
で
あ
る
上

川
市
が
、
そ
の
分
知
や
支
払
い
に
余

分
な
純
白
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

一
部
負
担
金
が

安
く
な
り
ま
す

一
般
の
凶
保
の
被
保
険
者
は
、
医

者
の
窓
U
で
支
払
う
一
部
負
判
令
は

三
制
で
す
が
、
退
職
被
保
険
荷
お
よ

び
そ
の
扶
養
家
族
は
、

ト江
の
表
で
み

る
よ
う
に
粍
滅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

退職被保険者など

の自己負担割合
(別表3) 

入院:外米

2:2 職i被保険II 
割 割

一者

2:3 
AU 
σ1 

f長被rλ t 割 J 割

3:3 
時立
グ〉

イ民被イ米主円割 割

退
職
被
保
険
者
に

な
る
方

次
の
三
つ
の
条
件
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方
が
、
退
職
被
保
険
者
と

な
り
ま
ず
。

①

国

保

の

加
入
者
で
あ
る
こ
と

②

厚

生

年

令

・
共
前
年
全
な
ど
の

年
金
制
度
(
凶
民
年
全
は
除
か
れ

ま
す
)
か
ら
、
主
齢
年
令

(
ま
た

は
迫
職
年
金
)
を
交
給
し
て
い
る

ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
た
則
間
が
、
山
十

ほ
以
後
で
卜
年
以
上
あ
っ
て
、
通

例
日
什
左
附
(
通
昨
迫
峨
)
年
令
を
交

給
し
て
い
る
万

③
主
人
保
他
の
適
問
を
受
け
て
い

主
い
い
刀

た
だ
し
、
②
の
う
ち
、
年
齢
が
若

い
と
い
う
理
由
で
、
十
え
給
を
全
制
停

止
さ
れ
て
い
る
万
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

(j 

こ
の
制
度
は
、
会
社
な
ど
を
退
職

退
職
被
保
険
者
に

な
る
に
は

退
職
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手

続
き
は
、
次
め
よ
う
に
進
め
て
く
だ

さ
い
。

①
年
金
の
政
定
請
求
を
し
ま
す

②
裁
定
に
な
る
と
、
年
金
証
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

③

年

令

証

ぃハ
と
国
保
の
保
険
証
、

印
慌
を
お
持
ち
に
な

っ
て
凶
保
年

金
謀
(
ま
た
は
立
一
昨
)
へ
凶
け
出

て
認
定
を
受
け
ま
す
r

④
認
定
さ
れ
る
と
、
選
職
被
保
険

行
等
証
明
書
(
特
例
証
)
が
交
付

さ
れ
ま
す

な
お
、
扶
養
家
肢
が
い
る
む
は
、
次

に
よ
り
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
と
は

退
職
被
保
険
者
に
は
、
健
康
保
険

な
ど
と
同
時
に
扶
長
家
族
(
被
扶
養

者
)いか
認
め
ら
れ
ま
す
。

被
扶
養
者
に
な
れ
る
方

被
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
万

は
、
次
の

二
つ
の
条
件
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
万
で
す
。

①
迫
職
被
保
険
者
と
川
し
世
帝
に

んに
。カ日 4 
入 1

し
て i
L、I
な
け ，
れ;
ば.I 
な 3
1) I 

ま[
せ 4

い
る
万

②
退
職
被
似
険
釘
の
収
入
に
よ

て
牛
山
を
し
て
い
る
万

被
扶
養
者
の
範
附

被
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
位

同
は
次
の
場
合
で
す
。

①
十
間
一
系
尊
族
、
配
偶
有
お
よ
び
三

制
等
内
の
刷
版

②

配

偶
者
の
父
母
お
よ
び
子

戸叫

配
偶
桁
に
つ
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
内
被
凶
係
も
含
ま
れ
ま
す

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
配
偶
析

が
死
亡
し
て
い
て
も
認
め
ら
れ
ま
す

被
扶
養
者
の
届
け
出

被
扶
養
者
と
し
て
の
認
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
世
帯
、
に
し
か
「
被
扶
益

荷
刷
出
廿
一い
」
を
提
山
し
な
け
れ
ば
な

リ
ま
せ
ん
か
、
そ
の
際
、
必
要
に
応

し
て
次
の
川
知
を
添
付
し
て
い
た
だ

く
場
合
か
あ
り
ま
す

①
生
計
維
持
証
明
主
(
配
偶
有
や

重
度
障
害
者
以
外
の
ト
八
長
以
上

の
万
を
状
益
し
て
い
る
場
介
)

②
家
計
の
状
汎
の
中
し
仏
h

札
口
な
ど

日
明
け
山
に
際
し
て
は
、
保
険
日
比
と

退
崎
被
保
険
計
等
証
明
代
日
お
よ
び
印

鑑
か
必
A

安
で
す
か
ら
、
必
ず
お
持
ち

に
な

っ
て
く
だ
さ
い
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医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

病
気
や
け
が
で
医
者
に
か
か
っ
て

窓
口
て
主
払
J

た
-
出
白
川
刊
金
一
一
一

川
ま
た
は
一
戸
川
・
分
)
か
、
ル
準
似
を

組
、
え
た
場
合
、
そ
の
組
え
た
部
・
分
に

つ
い
て
は
、

叶
一
伯
、
五
か
ら
の

山中
日
州
に

よ
り
、

川
川
似
か
ら
払
い
民
し
を
交
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
f

こ
れ
を
出
制

療
主
的
と
い
い
ま
す
F
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n
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川
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負

∞

帯
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部
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世
、
ぇ

一

却

税

超

た

に

か

謀

を

い

陀
川

H
K十
ト

』

市
川

小
矢
口

S
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r

l
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世

払

税

円

以

じ

立

民

∞

人
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u
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高額療養費 (男IJ表 4) 

きどんなと

国一 銑 932号

計
算
の
基
準
は

一
部
白
川刊
全
か
ん
川川
飢
時
長
代

に
談

。ー
す
る
か
ど
う
か
は
、
ま
す
次
の
必

却
に
議
中ー
す
る
こ
と
が
条
件
て
す
。

①

川

の
一

日
か
ら
川
末
ま
で
の
受

診
に
つ
い
て
一
か
け
と
し
ま
す

②

総

A
H
病
院
の
各
診
療
料
は
、
そ

払

自民

辺

白

・

分

で

た

る

一

i

え

の

を

ーし

る

形

ま

け

一

は

配

制

'

川

、

え

う

、

交

一

ら

、

の

の

起

い

か

を

一
、。

か

ら

刈

円

を

と

る

給

一
ーし

、

7
i

l
e
-

-
A
〈

附
か
て
い
制
一

∞

札

付

け

主

一u
i

以

飢

勺

た一

ρ
こ

給

受

で

一
一J

H
計

従

い

一

日

、

物

を

全

一
レ

UU
令

に

引

一向

て

現

什

現

一
出

4

j

寸

〕

，K

け

ま

八

円

ま

一
一川

;

l
j
i
l
 

i

-

-
d

乍
此

山川

一

泊

一

へ

nu

一
nu

一

印刷

一

制

一

栄

ゆ

一

日

一

人

h

q《
d

-

ηノ
ι

一

ト

ド

十

ト

十

ー

十

年

什
ハ

υ
ト

刷
川巾

一

日本

4
も
卜
-一

刷円

一

J

S
PI

t
'
l

-

4
4
l
M
'
J
U

一

I
l
l

--、
j
L
-
h竹
止

行

一

'U
利一
J

に
刷
本
一

打
川
本一

川
J

つ
1

一

ま

『

二
一一
口

一
4
川

U
M引
一

1
L

I
l
-
-
「

|

|

|

て

養

受

い

療

上

介

つ

制

以

場

に

し口同

凶

る

削

に

4

な

イ

ム

t
4
J
 

内

を

と

任

以

給

と

長

年

主

こ

川

ー

の

る

交

ω
代

け

※

怯高

10.000 

(3)1(ll友病や人工J歪析を
必要とする地性

れ
ぞ
れ
別
の
も
の
と
し
て
ぬ
い
ま

す

ま

た

似

刊

と

出

引
も
別

の

も
の
と
し
て
ぬ
い
ま
す
心

③

入

院

と

外

米

は

別
に
計
許
し
ん
υ

昨
は
し
ま
せ
ん

④
産
制
ベ
ソ
卜
代
な
ど
保
険
法
山
市

の
刈
象
と
な
ら
な
い
も
の
は
合
め

ま
せ
ん

高
額
療
養
費
の
額

い ( よ
合計 ゥ 尚

わして在ii
せ く計療
くは計一長
だ、し 'i'i
さIftlたの
い 1~ 知事(l
)年とは

金な
訪L リ 1.. 
へまの
おす:K.
fdJ ，こ

退
職
被
保
険
者
な
ど
の

医
療
費
の
払
い
戻
し

選
職
被
保
険
者
の
資
料
が
発
生
し

て
か
ら
退
職
被
保
険
析
等
祉
剛
fA
を

受
け
る
ま
で
の

間
な
ど
で
、
州
院
で

診
州
市
を
交
け
、

一
般
の
凶
似
の
被
似

険
名
と
し
て
窓

け
で
主
払
勺
た
4

川

口
刊
令
に
つ
い
て
、
叶
U
W
、正
か
ら
ー
特

例
州
市
長
行
主
休
刊
巾
山
川
」
の

山
山
か

あ
れ
ば
、
そ
の
一
部
れ
利
八
中
の
山
十
九
州
飢

に
つ
い
て
あ
と
で
払
い
以
し
を
受
け

る
こ
と
か
で
き
ま
す

中
前
に
際
し
て
は
、
川
似

の
保
険

社
、
退
職
悦
似
険
い
れ
叶
一
一
寸
川
川
代
日
、
印

慌
、
制
収
川
お
よ
ひ
附
全
辿
艇
を
お

H

什
九
に
な
J

J

く
れ
ん
さ
い

国
民
健
康
保
険
税

同
氏
健
康
保
険
税
(
保
険
税
)
は

被
保
険
朽
の
ん
の
医
療
代
の

一
部
と

し
て
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

山
民
税
な
ど
と
述

ゥ
て
、
医
療
刊

の
i
え
払
い
と
い
う
判
定
の

目
的
に
し

か
仙
わ
な
い
杭
全

(H
的
税

)
で
す

か
ら
、
所
仰
の
あ
る
人
か
ら
納
め
て

い
た
だ
け
ば
よ
い
、
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ω

全
体
の
医
療
費
に
見
合
う
税

阪
蝶
似
険
制
い
は
と
い
う
相
以
扶
助

に
ル

つ
く
も
の
で
す
か
ら
、

一附
仰
や

川
人
名
数
な
と
を
Y
J
え
ん
日
わ
せ
て
、

全
体
の
朕
療
従
に
凡
人
刊
う
税
不
を
定

め
て
い
ま
す

で
す
か
ら
、
お
年
寄
り
ゃ
身
体
附

計
朽
の
万
で
あ

り
て
も
、
た
れ
て
も

応
分

の
舶
を
公
.山ド
に
白
刊
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
主
る
の
で
す

保

険

税

の

計

算

保
険
税
の
計
昨
は
次
の
川
つ
を
へ
円

九川
し
た
制
に
よ
リ
ま
す

①

所

件

前

飢

:

・前
年

の
所
仰
に
応

し
た
九
州

②
資
政
川
九
州
・
:
そ
の
作
山
の
川
主

-
L・トド
-
e
，u
%
引
こ
し
い
い
】

}
h
t川

1
1
{
1
l
L
|

J

j

 

③

均

等

河
川制

た
い
削

④

千
日
」
ザ
訓
飢
:
・

↑
帆
市
ψ
1
リ
の
仙

保
険
税
で
い
う
刈
件
と
は
、
次
の

と
お
り
所
付
税
や
市
民
税
と
見
な
る

山
…
が
あ
リ
ま
す
の
で
御
山
立
く
た
さ

①
譲
渡
所
得
・
:
特
別
件
除
か
必
め

ら

れ

ま

せ

ん

(
上
地
や
姐
物
な
ど
を

ど
「
U
K初
公
]
立
、

日本

会

況

が

J

布
く
一
-

J

J
I
-

-

f
ド
2
4
7

1

1

1

る
こ
と
か
あ
り
ま
す

)

②
専
従
者

給
与
・
:
事
業
主
の
一
附
伴
へ
反
し
て
什

昨

し

ま

す

③

扶
養
控
除
、
障
害

者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
が
な
い

な

と
て
す

川
人
折
故
に
応
し

保
険
税
を
納
め
な
い
と

保
険
悦
を
納
め
な
い
て
い
る
と
、

作
促
状
か
米
た
り
す
る
は
か
リ
て
な

く
、
保
険
給
付
戸
医
療
代
の
七
訓
ま

た
は
八
訓
判
中f
分
)
の
お
全
が
な
く

な
勺
た
リ
、
本
納
分
の
保
険
悦
の
ん
八

う
め
の
た
め
に
似
険
悦
本
の
引
き
上

げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
た
い

へ
ん
な
粘
保
存
」
桁
き
か
ね
ま
せ
ん
ι

保
険
悦
の
完
納
に
ぜ
ひ
御
協
ね
く
だ

さ
い
《

お
問
い
合
わ
せ
は
・:

国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

E
U
4
1
0
0
内
線

2
8
2

有
線
ゎ
0
7
1
1
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111.1 IJ，;b 同 iN， ，Jk ftJ 22-8984 142 ま: 中 主:[.J. 西川本次郎 38-3374 塩田5681 166 
IIti 

tlj 問J 中 川正一 23-1318 125 山 。奈 良 尾 小西英俊 38-3371 塩田5436 116 

ボ"お 行1; 保 H H 夫 24-4582 165 。平井寺 才本 正知 38-3913 塩田4339 59 

f主 上'示 古川 一 雄 22-2326 198 東 鈴 子 鈴木一郎 38-3796 塩田4415 113 
'I~~- 守寺 町j 大沢 美 jfi 22-6569 275 石 神 7l<.無j頼信 男 38-2134 上墨田4701 143 

i_& 
u が 深井文夫 22-4864 200 柳 ?)¥ 宮原 考長 38-3421 塩田4863 98 。析 昆 小市武春 22-9613 494 回。下之郷 山 回 月券 38-4037 塩田5123 307 

汚1)
駄 が 丘北 西村元 一 24-4325 420 キヲ長 成漂章雄 38-5269 78 
駄が 丘丙 塚本 章 22-2083 295 下本郷 宮島信一 38-3769 塩田2204 111 

域 」ヒ 金井益一 22-5612 340 。東五加 岩倉伴昌 38-5348 52 

ヰ主 堀内啓爾 27-9575 155 五 力日 小池貞治郎 38-2297 塩田2397 570 。ぷ 訪 形 久保田良平 22-7805 3 -4676 500 
中
上本郷 中 島守雄 38-3406 塩田2972 183 

峨 ;貞 111 手塚良平 24-6398 3 -4904 33 中 tf' 小出恒夫 38-6088 塩;田3251 205 
中 村 近藤 偏 重 24-4684 365 上小鳥 和田 月券 38-2288 土亙田3454 67 

O 朝日ケ丘 宮 島豊 司 27-8505 235 
塩;

下ノj、島 佐藤良和 38-5123 土昆田3562 95 

ニ 好町 古平 善 男 22-9425 190 。保 野' 保屋野哲男 38-2833 i_&田3775 270 

下 催日 所 升井 }高 23-1460 680 学海南 永山 勇 38-7436 135 

中之条 中川イ呆男 22-0861 3 -4172 400 
回
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I11 。居ノ色、 升 篠原五郎 24-5147 450 。手 塚 曲尾 月券 38-3044 i_&田6493 220 

神 士四 池田徳正 22-9339 3 -2836 450 田 山 回 竹下正亥 38-5137 m_回6938 81 
辺 下之条 山崎;回手責 27-2185 3 -2192 310 聖子 A 居 吉 池広実 38-4518 塩田7061 54 

泉 築 I也 関谷本衛 24-5227 3 -2475 160 
男IJ
。分 去 植木宗治 38-3262 塩田7610 220 

東築地 f笥野正一 22-2333 125 大 J易 深草正広 38-6389 ±孟回7525 100 

回 半 il!!J 石井 厚 24-7202 3 -1367 128 
所
。院 内 増 j宰 栄 38-2634 士皇国7363 165 。福 回 大塚 豊 27-3723 3 -0982 255 上 手 滝沢兼雄 38-3152 塩;回7151 57 

=Et 3 回 鈴木正人 24-0192 3 -1058 245 仁古田 竹内正男 31-2691 川西2477 210 

大 屋 中村 }斬 35-0045 2 -1162 596 。 岡 泉 1等行二 31← 2855 川西2348 282 
王山三 下 黒木 強 36-2170 2 -1629 212 JII t甫 町' 西国重男 31-2615 川西2843 230 

神 。下青木 富島一郎 35-0032 2 -1728 130 越 P 井沢常雄 31-2730 川西2747 105 
みすず台南 森高俊成 36-3271 244 藤之木 中村伊参生 31-3503 89 
みすず台北 西 清司 36-2035 365 。 泉 赤羽幸雄 27-8923 3 -1605 435 

上青木 高寺善雄 36-2877 2 -2006 136 西 下室賀 春原勝衛 31-3041 川西3160 220 

JIj 梅が丘 窪田 弓L 36-3821 260 。上室賀 西沢正吾 31-3686 川西3616 206 
久保林 山越花 j告 35-1152 2 -2121 205 ひばりケ丘 山本四男 31-3372 97 
黒 坪 尾沢 茂 24-5249 2 -2252 95 

高ー-く1巳寸三子市宮、炉v-~roõ;Cご可苛τで可可さ:ホ何百

，1.! 一 回、 -へ， ， :....J.. " ~ '" ， " ) Y'， "" -ド _: '1-.、~ ''V、、不J -> 
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o 

1("、
'1'( 

‘11 
キー

回
同
{
二
社
。
吉
右

=
I
l
1
5
1

ー・ロ
N
円
∞
時



だ 昭和60年4月1日一一一(8)ー

悪
質
海
外
商
品

取
引
業
者
に
御
注
意

此
近
、
海
外
崎
川
山
場
を
慨
舛
ム
ハ
と

し
た
商
品
取
引
に
よ
る
地
主
が
明
え

て
い
ま
す
。

小
川
外
商
品
取
引
所
の
取
り
引
き
に

つ
い
て
は
、
①
時
々
刻
々
変
わ
る
相

場
を
雌
認
す
る
の
が
雌
し
い
②
為

林
相
場
の
変
動
も
巧
え
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
か
ら
、
一
般
の

人
に
と
っ
て
は
、
悩
め
て
危
険
な
も

の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
一
般
の
人

は、

こ
う
し
た
取
り
引
き
に
参
加
し

な
い

H
が
町
明
で
す
。
ま
た
、

取
り

引
き
を
す
る
意
志
が
な
い
場
合
は
、

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
に
、
は
っ

き
り
と
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

通
商
産
業
省
な
ど
が
、
今
ま
で
に

えつ広報2号ー田

受
け
た
け
山
仙
相
談
の
中
か
ら
、
悪
質

海
外
向
け川
取
引
業
者
の
子
U
を
桁
介

し
ま
す
。
御
民
立
く
だ
さ
い
。

E璽置E

無

差

別

電

話

マ
甘
い
言
葉

「絶
対
も
う
か
り
ま
す
」
「
銀
行
問
金

よ
リ
有
利
」
「
安
全
雌
実
な
投
資
」

マ
H

お
め
で
と
う
。

二
万
人
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ

ま
し
た
。
有
利
な
取
り
引
き
が
で
き

ま
す
」

マ
H

お
ね
が
い
J

「
町
内
の
O
O
さ
ん
も

O
O
さ
ん
も

や
っ
て
い
て
、
も
う
か
っ
て
い
ま
す

か
ら
ぜ
ひ
あ
な
た
も
」

E霊窪g

自
宅
や

職
場
へ
の
訪
問

マ
強
引
・

お
ど
し

客
の
「
も
う
い
い
で
す
」
「
け
つ
こ
う

で
す
」
と
の
断
わ
り
の
言
葉
そ
同
立

し
た
と
辺
千
に
と
り
、
注
文
し
た
か

ら
と
契
約
を
辿
る
。

マ
じ
別
冊
似
の
た
め
の
見
せ
か
け

一一家
権
な
ハ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
一
流
企
業

を
装
う
。

一
等
地
に
事
務
所
を
捕
え
、

自
動
半
で
迎
え
に
行
く
。

マ
は
き
い
怖
と
し

存
が
断
る
と
、
上
司
が
訪
れ
て
勧
誘

な
ど
に
手
必
ち
が
あ
っ
た
と
し
て
、

容
の
前
で
刊
当
者
を
し
か
り
川
的
や

信
用
を
得
ょ
う
と
す
る
。

マ
ね
ば
り

向
宅
に
上
が
り
込
み
長
時
間
粘
る
。

契
約
締
結
・取
引
中

マ
強
引
・

お
ど
し

契
約
書
を
読
む
暇
を
与
え
ず
、

押
印

を
取
り
付
け
る
。
契
約
し
、
売
買
取

引
を
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
契
約
を

取
り
付
け
る
。

マ
無
断
売
買

業
訴
が
勝
手
に
売
買
取
引
を
し
、
容

に
押
し
付
け
る
。

マ
ど
ん
で
ん
か
え
し

当
初
益
金
が
山
る
よ
う
に
仕
組
み
、

取
引
量
を
用
加
さ
せ
て
国
を
さ
せ
る
。

マ
解
約
恒
丙

客
が
解
約
を
申
し
出
て
も
応
じ
な
い
。

解
約
に
応
じ
て
も
法
外
な
解
約
料
を

取
る
。

御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
札
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
カ

l
シ
ョ
ッ
プ
エ

l
ス
様

一
万

一
一
千
三
百
五
十
一
円
交
通
災
者
泣

児
制
祉
の
た
め

マ
鈴
木
幸
吉
樟

(
山
本
犀
)
テ
レ
ビ

一
白
梅
が
丘
保
育
同
へ

マ
上
田
睦
会
様

六
千
二
百
十
六
円

社
会
福
祉
基
金
の
村
立
金
と
し
て

マ
書
道
研
究
秋
萩
会
樟

十
万
円

文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
代
と
し
て

マ
上
田
信
用
金
庫
梯

五
十
万
円

文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
代
と
し
て

マ
村
居
良
雄
梯

(中
央
二

・海
肝
町
)

百
万
円
術
科
指
導
市
お
よ
び
尚
科

医
療
器
具
の
購
入
代
金
と
し
て

マ
連
合
青
果
棟

み
か
ん
六
卜
桁

市
内
弁
社
会
悩
祉
地
設
へ

マ
上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

中

学
校
課
外
活
動
用
備
品
お
よ
び
消
比

品
市
内
各
中
学
校
へ

マ
上
田
市
少
年
硬
式
野
球
連
盟
後
援

会
一
同
様
・
父
母
会
一
同
樟
・
選
手

一
同
様

十
万
八
千

H
三
卜

一
円

社
会
福
祉
法
金
の

N
…
包
金
と
し
て

マ
長
野
県
信
用
組
合
上
回
支
唐
様

卜

万

円

丈

化

セ

/
タ
l
備
門
川
哨
入

代
と
し
て

マ
清
明
小
学
校
五
十
三
年
度
卒
六
年

ニ
組
「
水
無
月
会
」
梯

じ
千
4

二
百

五
十
円
社
会
制
祉
法
全
の
相
立
令

と
し
て

マ
株
式
会
社
長
野
相
互
銀
行
上
回
支

庖

格

卜

万
円

文
化
セ
ン
タ
ー
備

品
購
入
代
と
し
て

マ
有
限
会
社
中
村
美
装
様

テ
レ
ビ

受
像
機
用
カ
バ

l

神
川
小
学
校
へ

マ
故
腰
原
澄
代
様

(
常
貯
城
五
・
城

北
)
御
泣
志
に
よ
り
図
古
百
八
十
八

冊

西
部
公
民
館
へ

マ
上
回
商
工
信
用
組
合
様

三
卜
万

円
文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
代
と

し
て
マ
新
団
長
生
会
様

二

万

円

名

人

福
祉
活
動
等
法
令
と
し
て

マ
直
井
直
人
様

(
踏
入
二
・
踏
人
)

浴
室
用
体
重
計
二
例
相
染
附
へ

マ
小
宮
山
浩
様

(
染
尾
)
卜
万

円
社
会
福
祉
法
令
の
引
い
仏
全
と
し

てマ
新
栄
企
画
樟

プ
ロ
野
球
イ
ー
ス

タ
ン

リ
ー
グ
招
待
券
行
校
身
附
・

判
薄
施
設
の
入
所
皆
の
皆
さ
ん
へ

マ

匿

名

二
千
二
百
六
十
円
交

通
災
害
泣
児
福
祉
の
た
め

マ

匿

名

五
十
一
万
円
文
化
セ

ン
タ
ー
用
ヒ
ア
ノ
購
入
代
全
と
し
て

マ

匿

名

児
伝
用
問

A

神
川
小

下
院
へ
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婦人教室の受講生を募集

だえつー (9)一一一昭和60年4月1日 広報

〆¥

で客
すの
L 

ー可

とも
グ〉つ

断し、
わい

11リ手グ〉
し-

Eコ ー寸

葉け
がつ

同こ
意う

〔働く婦人の家】

働く婦人の家 (ft⑫2988)では、次のとおり
婦人教室を聞きます。御参加くださし」

対象者・・・市内にお住まいか市内の事業所にお

勤めの婦人で、全講座初心者が対象

です。

ろ・・・働く婦人の家

料…無料(ただし、テキスト代や材料代

は実費)

申込方法...4月14日(円)午前 9時から、来館のう

え材料代などを添えてお申し込みく

ださし、。 1人2講座までていす。

員…先着順て¥定員になり次第締め切り

ます。

ニ

講

と
戸:>.
.x.. 

..... 
五E.

解
約
に
応
じ
て
も
法
外
な
解
約
料
を
珂
マ

長
野
県
信
用
組
合
上
田
支
唐
様

取

る

。

町

十

万

円

文

化

セ

ン

タ

ー

備

品

購

入

学 マ
校匿
""-
名 j

児ー

童
用 P
図
書 f

神
)11 l 

てまり教室で学んだ皆さんの作品

講座名 日 ヰ呈 講 師 定員 材料費 内 合円"・

10回 月曜日 午後6:00-8 :00 (県農美連合会)
p、

木 周3
5/13・27，6/10・24，7/8・22，8/26， 9/ 9・30，10/14掛川 忠夫主

30 3，000円 基礎彫、壁掛ほか

手 編
10回 月曜日 午後6:00-8 :00 

山浦源子女 25 
基礎編材料 棒針編の基礎編

5/13・27，6/10・24，7 / 8， 8/26， 9/9・23，10/14・28 1，000円 ベスト、セーター

木目込人形
5回 月曜日 午後6:00-8 :00 

伊倉光子女 25 
人形代

木目込人形一体
5 /20， 6 / 3 .17， 7 / 1・15 3，200円

ペン習字
12回 月曜日 午後6:OO~- 8 :00 

唐沢斐夫主 30 
テキスト 2冊'

基本、ひらがな、漢字
5/20，6/3・17，7/1.15，8/19，9/2・23，10/7・21，11/11・25 1，500円

毛筆習字
13回 火曜日 午後6:00-8 :00 

滝沢光樹立 30 600円 基本、措書と行書
5/14・28，6/11・25，7/9・23，8/27，9/10・24，10/8・22，11112・26

生 イじ
11回 火曜日 午後6:00-8 :00 (1;i月流)

25 
1回分 650円

基本花型
5/14・28，6/11・25，7/9，10/8・22，11/12・29，12/10・24 土屋幸子女 前期分 4，000円

フフンス 10回 火曜日 午後6:00-8 :00 遠藤きみ主
25 2，000円

サロンエプロン
刺しゅう 5/28， 6/11・25，7/9・23，9/10・24，10/8・22，11/26 小林敏子女 テーブルセンター

鯨 編
9回 木曜日 午後6:00-8 :00 

藤森すみ子支 25 2，500円
花かご、果物かご、飾り

5/23，6/6・20，7/4・18，8/22，9/5・19，10/3 帽子ほか

着 付
8回 木曜日 午後6:00-8 :00 (装道着物教室)

30 な し
着物の知識と着装

5/9・23・30，6 /6・13・20・27，7/4 福島佳子女 普段着から外出着まで

フザラワー 5回 金曜日 午後6:00-8 :00 
石川美和子支 30 3，000円

ポピ一、バスケット、ブー
デイン 5/17，6/7・21，7/5・19 ケほか3f重

料 理
10回 金曜日 午後6:00-8 :00 (栄養士)

28 1回 450円
簡単にできる家庭料理

5/17，6/7・21，7/5・19，8/2，9/6・20，10/4.18 岩崎敬子女 一回三品

茶 道
11回 金曜日 午後6:00-8 :00 (表 千 家)

25 
抹茶、菓子代

茶道の基礎知識
5/24，6/14・28，7/12・26，8/23，9/13.27，10/11・25，1118 山浦きと子支 2，000円

洋裁 10回 土曜日 午後 1:30-3 :30 
溝口洋子支 25 1，000円 製図、スカート、ベスト

リフォーム 5/25，6 8・22，7/6・20，8/24，9/7・21，10/5・19

てまり
5回 土曜日 午後 1:30-3 :30 

両角節子支 25 
2，200円

松本てまり 2個
5/18，6/1・15・29，7/13 (テキストも含む)

(いずれも21日間)午前9時一 3時まで、毛糸機械編技術講習会の受講生募集..・講習期間10月・ 2月

初心者が対象です。随時電話で受け付けています。
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住
宅
建
設
資
金
を

お知らせ
つ

お
貸
し
し
ま
す

広報

管
理
謀
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
住
宅
を
新

築
ま
た
は
増
改
築
す
る
皆
さ
ん
に
、

建
設
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
(
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
人
)

①
市
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
を
す
る
人

②
す
で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
の
あ

る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅

を
同
時
に
購
入
す
る
人

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

④
前
年
分
所
得
が
四
百
五
十
万
円
以

3月19目、神川小学校6年7組の44名の
皆さんが、信濃国分寺資料館の展示ケース

や展示物の清掃をしましだ。皆さんは、約

T年前から近くの同資料館や史跡i公園の清
掃を始めたもので、毎日3、4人が交替で
清掃の時間に案内板をふい疋り落ち葉を治

ったりして社会奉住をしてきました。

下
の
人
(
給
与
所
得
者
の
場
合
は

総
収
入
か
六
百
二
十
一
万
六
千
六

百
六
十
五
円
以
下
)
※
前
年
分
所

得
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

⑤
借
入
金

(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

を
含
む
)
の
年
間
返
済
元
利
合
計

額
が
、
前
年
分
所
得
(
将
来
と
も

同
居
す
る
家
族
の
収
入
を
含
む
)

の
三
三
%
以
内
で
あ
る
こ
と
。

申
込
期
間
・
・
・
五
月
十
五
日
附
か
ら
六

月
十
四
日
倒

貸
付
金
額
:
・
五
十
万
円
以
上
二
百
万

円
以
下

貸
付
利
率
・
:
年
六
・
二
%

返
済
期
間
・
・
・
十
五
年
以
内

返
済
方
法
:
・
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
管
理
課

住
宅
係

躍
進
す
る
上
回
の

工
業
展
に
お
出
か
け
を

商
工
課
商
工
係

包
⑫
4
1
0
0内
線
6
0
2

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り
「
第
四
回
躍
進
す
る
上
回
の
工

業
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

従
来
の
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
工
業

製
品
の
展
示
を
は
じ
め
、
今
回
は
、

ソ
フ
ト
産
業
研
究
会

(
A
S
I
P
)

参
加
企
業
に
よ
る

Q
A
(
高
務
省
力

化
)
・
F
A
(
工
場
自
動
化
)
機
器
お

よ
び
関
連
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
展
示
や

協
賛
企
業
に
よ
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・

フ
ェ
ア
も
行
わ
れ
ま
す
。

就
職
を
控
え
た
学
生
や
御
両
親
を

は
じ
め
、
日
ご
ろ
は
工
業
な
ど
に
な

じ
み
の
薄
い
皆
き
ん
も
、
市
内
の
優

良
企
業
お
よ
び
そ
の
製
品
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と
き
:
・
マ
四
月
十
九
日
悩
午
前
十

一
時
か
ら
午
後
六
時
マ
四
月
二

十
日
出
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時

マ
四
月
二
十
一
日
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時

と
ニ
ろ
・:
上
回
市
民
体
打
館

長
野
県
老
人
大
学

上
小
学
部
合
証
・
制
)
の

学
生
を
募
集

社
会
課
包
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

健
康
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
高
齢

者
の
皆
き
ん
を
対
象
に
、
長
野
県
老

人
大
学
上
小
学
部
で
は
、
今
年
か
ら

二
年
制
に
し
て
次
の
と
お
り
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格

マ
一
年
生
H
H

六
十
歳
以
上
の
人
で
、

心
身
と
も
に
健
康
な
人

マ
二
年
生

l
県
老
人
大
学
の
卒
業
生

を
対
象
と
し
ま
す
。
(
た
だ
し
、

大
学
院
卒
業
生
は
除
き
ま
す
)

募
集
定
員

マ
一
年
生

l
百
十
人
で
、
上
田
市
へ

の
割
り
当
て
は
四
十
四
人

マ
二
年
生

l
百
二
十
人
で
、
上
田
市

へ
の
割
り
当
て
は
四
十
九
人

学
習
期
間
・
・
・
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
で
、
日
数
は
約
十
五
日
間
で
す
。

学
習
内
容
・
:
一
般
教
養
、
創
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

申
込
期
限
:
・
四
月
二
十
日

ωま
で
に

願
比
国
を
市
役
所
社
会
諜
へ
御
提
出

く
だ
さ
い
。
願
苫
は
社
会
課
に
あ

り
ま
す
。
(
た
だ
し
、
期
限
内
で
も

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ

※
な
お
、
上
田
市
高
齢
者
学
園
の
学

生
募
集
要
項
は
、
四
月
十
六
日
号
の

「
広
報
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。資
源
活
用
広
場
に

御
参
加
を

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

毎
年
好
評
の
「
資
糠
活
用
広
場
」

を
、
今
年
は
五
月
十
二
日
刊
に
開
催

し
ま
す
。

こ
の
広
場
で
は
、
皆
さ
ん

の
御
家
庭
の
不
用
品
を
セ
リ
販
売
し

た
り
、
庖
舗
や
事
業
所
の
処
分
品
な

ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
(
処
分
品
コ
ー
ナ

ー
)
に
参
加
し
、
販
売
を
御
希
望
の

居
、
事
業
所
、
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

は
、
四
月
十
三
日

ωま
で
に
、
電
話

な
ど
で
生
活
環
境
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

32号ーー

る
証
(
あ
か
し
)
と
し
て
押
さ
つ
つ

っ
た
詩
を
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
政

老
人
福
粧
セ
ン
タ
ー
が

ち f壬
く tk
Tごと
さ
い代
。埋

ミ*1，足の
覧方
グ〉グ〉

期印
間鑑
とを
H寺お
間持

の
と
お
り
訓
練
生
を
引
採
集
し
て
い
ま

す
。

電
話間
番
号

⑫ 
5 
0 
0 
0 

有
料



老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

上
回
市
主
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
常

磐
域
三

・
諏
訪
部
)
の
名
称
が
、
四

月
一
日
か
ら
「
上
田
市
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。
変
わ

る
の
は
名
祢
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
は

前
の
と
お
り
で
す
。
相
変
わ
ら
ず
の

御
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

だえ

固
定
資
産

つ-ω一一一昭和60年4月1日 広報

課
税
台
帳
の
縦
覧

資
産
税
課
資
産
税
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線

2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

昭
和
六
十
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
が
決
ま
り
ま
し

た
。
毎
年
三
月
に
、
土
地
、
家
屋
、

似
却
資
産
の
価
格
を
知
っ
て
い
た
だ

い
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
は
地

方
税
法
の
改
正
が
遅
れ
て
四
月
縦
覧

と
な
り
ま
し
た
。

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
を
、

法
人
と
か
他
人
の
分
を
代
理
で
縦
覧

す
る
場
合
は
、
代
理
人
選
任
届
か
委

任
状
と
、
代
理
の
方
の
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
縦
覧
の
期
間
と
時
間

は
、
四
月
一
日
か
ら
同
二
十
日
ま
で

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
で
す
。
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、

日
叫
日
は
休
み
)

な
お
、
負
相
調
整
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
う
え
だ
」
四
月
十
六
日
号
に

掲
峨
の
予
定
で
す
。

海
野
町
日
曜
広
場
が

開
設
さ
れ
ま
す
吻

恒
例
の
歩
行
者
天
国
「
海
野
町
日

曜
広
場
」
が
、
今
年
も
四
月
七
日
か

ら
十
月
二
十
七
日
ま
で
の
毎
日
叫
日

開
設
さ
れ
ま
す
。
開
設
時
間
は
、
午

前
十
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
川
中
島
自
動
卓
の
海
野
町

停
留
所
を
御
利
用
の
皆
さ
ん
は
、
お

そ
れ
い
り
ま
す
が
、
こ
の
日
曜
広
場

開
設
時
間
中
の
み
鷹
匠
町
停
留
所
ま

た
は
大
門
町
停
留
所
を
御
利
用
く
だ

さ
い
。

職
業
訓
練
生
を
募
集

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

ら
と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
体
育
館

の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
職
種
:
・
マ
造
園
科

1
二
年
制
(
火

金
曜
日
の
夜
ま
た
は
畳
)
マ
機

械
科

l
二
年
制
(
毎
週
月
水
木
曜

日
の
夜
)
マ
電
気
機
器
科
H
H
二

年
制
(
毎
週
月
水
木
曜
日
の
夜
)

マ
板
金
科

l
三
年
制
(
木
曜
日
の

畳

)

マ

建

築

科
H
H
三
年
制

(木

凶
日
の
畳
、
年
二
十
五
回
)
マ

左
官
科
リ
三
年
制

(
主
と
し
て
冬

k
f
)

マ
配
皆
利
H
H
二
年

(
月
木

山
日
お
よ
び
火
曜
日
の
夜
)

マ

建
築
製
図
科

l
二
年

(
二
級
建
築

士
を
目
指
す
人
を
対
象
、
水
曜
日

の
夜
、

日
曜
日
の
畳
)
マ
和
裁

利

l
二
年
(
家
庭
婦
人
を
歓
迎
、

水
金
曜
日
の
量
)
マ
屯
算
利

l

一
年
(
若
干
名
、
火
金
曜
日
の
夜
)

「
真
田
一
族
物
語
」

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

上
回
電
報
電
話
局

宮
⑫
0
1
0
0

上
田
電
報
屯
話
局
で
は
、

N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
山
一同
太
ギ
記
」
の
肱

映
に
合
わ
せ
て
、
「
真
田

一
版
物
語
」

の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間
:
・
四
月
一
日
か
ら
約
一
年

申
込
期
限
・:
四
月
二
十
日
印
ま
で
に

願
書
を
市
役
所
社
会
課
へ
御
提
出

間
電
話
番
号
・
:
⑫

5
0
0
0
(有
料
)

一
回
の
提
供
時
間
:
・
約
三
分
間

テ
ー
プ
の
取
り
替
え
・
・
・
十
日
間
周
期

物
語
制
作
・
語
り
・
:
益
子
輝
之
さ
ん

る
証
(
あ
か
し
)
と
し
て
占
き
つ

つ

っ
た
詩
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
歌

う
「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト」
。

こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
国
際
青
年
年
の
今

年
、
障
害
者
を
含
め
た
市
民
の
手
に

よ
る
手
づ
く
り
で
、
十
月
ご
ろ
に
上

田
市
で
開
催
し
よ
う
と
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
こ
の
催
し
を
通
し
て

障
害
を
持

っ
た
人
た
ち
へ
の
正
し
い

理
解
と
共
感
の
輸
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
い

っ
し
ょ
に
コ
ン
サ
ー
ト
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
た
だ
く
「
実
行
委

員
」
を
蒜
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
参

加
し
た
い
方
、
興
味
の
あ
る
万
は
御

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
が
、
生
き
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
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わ

た

ぼ

う

し

コ

ン

サ

ー

ト

実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

①大型つります 1尾

② まぐろ粕漬 1枚

③甘塩一等品たらの子 100g

④ ちりめん干し 100g 

取り扱い庖・一市内産直協力庖

〈生活環境課生活係官⑫4100内線301>

第55回産直デー
4月15日(月)
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さ

ん

下

組

七

五

山
崎
代
三
さ
ん

山

口

六

二

宮
島
せ
い

さ

ん

下

青

木

九

一

坂
口

英

さ

ん

下

本

郷

七

四

竹
折
千
腐

さ

ん

五

加

三

四

山
寺

保

さ

ん

中

組

七

二

片
山
段
治
郎
き
ん

(
緑
が
丘
三
)
緑
が
丘
西

宮

津

繁

子

さ

ん

黒

坪

有

賀

川

先

男

さ

ん

亦

坂

久

保

田

登

美

さ

ん

本

竹
内
ま

さ

さ

ん

院

内

川
井
く
に
さ
ん

A
U

升

森
山
清

吾

き

ん

諏

訪

形

小
林
安
喜
子
さ
ん

(
中
央
西
こ

丸
山
美
咋
雄
さ
ん

上
谷
内
嗣
さ
ん

;場銘選寄与b
j幽川町魁

溜盤鶴盤謹鐙盤 盤

E 4月は保険料の納期月
{ 保険料は、 内分でうえを付けてきち

iんとがjめていかないと、年金を受け
iる権利を手にすることカ、できません。
i届け出や保険料の納付 を忘れないよ
iつにして、あなたの年金を受ける権
i手IJを守ってください。

佐 佐 寺 潰 丸 野 水柳 長 池 山 志 ;保険料は60年度 4月から、月 6，740
!採 藤 (島(村 ( 山 口 出 i霧島 田 崎 摩 j円(各期 2か月 13，480円)に改定され
時(政中行常徳中 常(金( 寄~ -? ~ 立 ( 拓 安 j ま した 。 この制は、急な負担1 .1\(1 をき
雄大子 央雄 磐麿 央 次 踏作中勝人 役 中 子 中 馬 雄!たさないように、将来年金を受ける
さ手 さ西さ城さ西 さ入き 央 き さ さ 央 さ央さ さ iために必要な額よ りも低く決められ
ん 三んこん三んこんこん 巳 んんん 恩 ん E んん {ています。なお、 年金を多く受けた

!い人は 1;か月400円の付加保険料を納

小 iめることができます。

泉 ~ r前納」扱いは4月30日までに
八~ 1年分(4月から翌年 3月まで)の
五 !保険料 をまとめて納める 「前納」 信11

i度は、保険料が1，950円割引にな りま
成(坂 坂手洞高倉宮 両 遠 小 土 坂土今森 {す。前納を希望される方は、 4月中
海 中口 粛塚口寺沢 下 角藤 出 ( 肥 本屋 井井 jにお納めください。(領収印の確認も
万 央成(みつき直た カ 志 た中 和数 銀 修 ( iお忘れなく)
二 東子踏 よ ゃん衛き誠ネ 参ね 央 武 子馬次蔵 中 j
さ)き入き子きさのさき たじ 東さ さ きさき央 !年金で豊かな老後の基礎作り
ん んーんさんんさんん ささ )ん んんん ん六 }

市)ん ん ん ん上 )jかで安芸Z2G227Zf!24A
中原 泉 下 千大 山 諏諏 中川 金 川 仁八犠 5 度が予定されています。高齢化が最
古 柳 本 曲 訪訪 問 吉 原 辺古木冶 ! も敢しくなる21世紀を乗り切るため、
回 問 町 郷 町 屋田形形 田柳 井町田 沢 町!給付・ 負担水準の適正化 を大きな目

町T ~ 
七七四八七八 七 八七 五七五七 七 j的 としています。
四四九八三一五三一 三 九九 三 四 j 改羊の壮大の特徴は、将来、公的

!年金を一本化 しょっという方針にそ

竹西 山山 春 白 佐佐 竹 宮黒 臣石 宮平 ! って、厚生年金と国民年金に共通す
下 沢 溢岸原(石 渡藤 内 下津 川 郷 下林! る「基礎年金」を設けることです。
お 千(元幸正中 よ ( 幸 富袈(袈 岡 (貞呈 j厚生年金に入っているサラリーマン
て 尋常義雄二央ね中勇子巌子裟 中 裟 ト 国雄い iやその妻自営業者など、 20歳 -60
いき入さきさ 北 さ央さきさき平 央 尾ミ分さき ~ i設の人はすべてこの「基礎年金」に
さ んーんんんーん四んんんんさこささーんん i
ん ~ ~ ~ ん)んん~ rv  rv  ~加入することになります。

i 年金はあなたにとって大切な財ー産
主上新 柳 赤東越院材 上上 越 iです。納期限を、いつも確認し計画
工塩 前 木 田 i的に納めるように しましょう 。
員尻田 町 坂 山 戸 内町 原堀 戸 i59年度分は4月中に

i 完納するようにしましょう
六八七 七 四六四八八 七七 七 f 瓦

三二 0 一 六四六七七 O 九 四 ~ (国保年金課年金係含⑫4100内線284・有線②0711>

だ 昭和160年4月1日一一- (12)ー

下
房
山

。

えつ

所升町

八 七七
二三 七

(二
月
二
十
八
日
現
在
)

御 倉 柳

広報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

木

町

ノ、

七六九八七七六
七九三三 O 四五

小
宮
山
詩
三
さ
ん

(天
神

こ

北
天
神
町

峯
村
清
作
さ
ん

(中
央
四
)

木

町

園
田
マ
サ
ヲ
さ
ん

(
天
神
四
)

北
天
神
町

丸
山
む
つ
め
さ
ん

仁
古
田

閥

優

さ

ん

下

青
木

重
田
与
ヤ
さ
ん

(
常
入

二

泉

町

七
五

八
六

北
大
手

ハ五

七
六

新

町

八
七

八
二
七
五
八

O

七
四

北
大
手

大 f二北
古大
F主回予

大
手
町

四
九

~ 16日


	昭60年01月01日0926号01
	昭60年01月01日0926号02
	昭60年01月01日0926号03
	昭60年01月01日0926号04
	昭60年01月01日0926号05
	昭60年01月01日0926号06
	昭60年01月01日0926号07
	昭60年01月01日0926号08
	昭60年01月01日0926号09
	昭60年01月01日0926号10
	昭60年01月16日0927号01
	昭60年01月16日0927号02
	昭60年01月16日0927号03
	昭60年01月16日0927号04
	昭60年01月16日0927号05
	昭60年01月16日0927号06
	昭60年01月16日0927号07
	昭60年01月16日0927号08
	昭60年02月01日0928号01
	昭60年02月01日0928号02
	昭60年02月01日0928号03
	昭60年02月01日0928号04
	昭60年02月01日0928号05
	昭60年02月01日0928号06
	昭60年02月01日0928号07
	昭60年02月01日0928号08
	昭60年02月01日0928号09
	昭60年02月01日0928号10
	昭60年02月16日0929号01
	昭60年02月16日0929号02
	昭60年02月16日0929号03
	昭60年02月16日0929号04
	昭60年02月16日0929号05
	昭60年02月16日0929号06
	昭60年02月16日0929号07
	昭60年02月16日0929号08
	昭60年03月01日0930号01
	昭60年03月01日0930号02
	昭60年03月01日0930号03
	昭60年03月01日0930号04
	昭60年03月01日0930号05
	昭60年03月01日0930号06
	昭60年03月01日0930号07
	昭60年03月01日0930号08
	昭60年03月01日0930号09
	昭60年03月01日0930号10
	昭60年03月01日0930号11
	昭60年03月01日0930号12
	昭60年03月16日0931号01
	昭60年03月16日0931号02
	昭60年03月16日0931号03
	昭60年03月16日0931号04
	昭60年03月16日0931号05
	昭60年03月16日0931号06
	昭60年03月16日0931号07
	昭60年03月16日0931号08
	昭60年03月16日0931号09
	昭60年03月16日0931号10
	昭60年03月16日0931号11
	昭60年03月16日0931号12
	昭60年03月16日0931号13
	昭60年03月16日0931号14
	昭60年04月01日0932号01
	昭60年04月01日0932号02
	昭60年04月01日0932号03
	昭60年04月01日0932号04
	昭60年04月01日0932号05
	昭60年04月01日0932号06
	昭60年04月01日0932号07
	昭60年04月01日0932号08
	昭60年04月01日0932号09
	昭60年04月01日0932号10
	昭60年04月01日0932号11
	昭60年04月01日0932号12
	昭60年04月01日0932号13
	昭60年04月01日0932号14
	昭60年04月01日0932号15
	昭60年04月01日0932号16
	昭60年04月16日0933号01
	昭60年04月16日0933号02
	昭60年04月16日0933号03
	昭60年04月16日0933号04
	昭60年04月16日0933号05
	昭60年04月16日0933号06
	昭60年04月16日0933号07
	昭60年04月16日0933号08
	昭60年04月16日0933号09
	昭60年04月16日0933号10
	昭60年04月16日0933号11
	昭60年04月16日0933号12
	昭60年05月01日0934号01
	昭60年05月01日0934号02
	昭60年05月01日0934号03
	昭60年05月01日0934号04
	昭60年05月01日0934号05
	昭60年05月01日0934号06
	昭60年05月01日0934号07
	昭60年05月01日0934号08
	昭60年05月01日0934号09
	昭60年05月01日0934号10
	昭60年05月16日0935号01
	昭60年05月16日0935号02
	昭60年05月16日0935号03
	昭60年05月16日0935号04
	昭60年05月16日0935号05
	昭60年05月16日0935号06
	昭60年05月16日0935号07
	昭60年05月16日0935号08
	昭60年05月16日0935号09
	昭60年05月16日0935号10
	昭60年05月16日0935号11
	昭60年05月16日0935号12
	昭60年05月16日0935号13
	昭60年05月16日0935号14
	昭60年05月16日0935号15
	昭60年05月16日0935号16
	昭60年05月16日0935号17
	昭60年05月16日0935号18
	昭60年05月16日0935号19
	昭60年05月16日0935号20
	昭60年06月01日0936号01
	昭60年06月01日0936号02
	昭60年06月01日0936号03
	昭60年06月01日0936号04
	昭60年06月01日0936号05
	昭60年06月01日0936号06
	昭60年06月01日0936号07
	昭60年06月01日0936号08
	昭60年06月01日0936号09
	昭60年06月01日0936号10
	昭60年06月01日0936号11
	昭60年06月01日0936号12
	昭60年06月01日0936号13
	昭60年06月01日0936号14
	昭60年06月01日0936号15
	昭60年06月01日0936号16
	昭60年06月16日0937号01
	昭60年06月16日0937号02
	昭60年06月16日0937号03
	昭60年06月16日0937号04
	昭60年06月16日0937号05
	昭60年06月16日0937号06
	昭60年06月16日0937号07
	昭60年06月16日0937号08
	昭60年06月16日0937号09
	昭60年06月16日0937号10
	昭60年06月16日0937号11
	昭60年06月16日0937号12
	昭60年06月16日0937号13
	昭60年06月16日0937号14
	昭60年06月16日0937号15
	昭60年06月16日0937号16
	昭60年07月01日0938号01
	昭60年07月01日0938号02
	昭60年07月01日0938号03
	昭60年07月01日0938号04
	昭60年07月01日0938号05
	昭60年07月01日0938号06
	昭60年07月01日0938号07
	昭60年07月01日0938号08
	昭60年07月01日0938号09
	昭60年07月01日0938号10
	昭60年07月01日0938号11
	昭60年07月01日0938号12
	昭60年07月01日0938号13
	昭60年07月01日0938号14
	昭60年07月01日0938号15
	昭60年07月01日0938号16
	昭60年07月01日0938号17
	昭60年07月01日0938号18
	昭60年07月01日0938号19
	昭60年07月01日0938号20
	昭60年07月16日0939号01
	昭60年07月16日0939号02
	昭60年07月16日0939号03
	昭60年07月16日0939号04
	昭60年07月16日0939号05
	昭60年07月16日0939号06
	昭60年07月16日0939号07
	昭60年07月16日0939号08
	昭60年07月16日0939号09
	昭60年07月16日0939号10
	昭60年07月16日0939号11
	昭60年07月16日0939号12
	昭60年07月16日0939号13
	昭60年07月16日0939号14
	昭60年07月16日0939号15
	昭60年07月16日0939号16
	昭60年08月01日0940号01
	昭60年08月01日0940号02
	昭60年08月01日0940号03
	昭60年08月01日0940号04
	昭60年08月01日0940号05
	昭60年08月01日0940号06
	昭60年08月01日0940号07
	昭60年08月01日0940号08
	昭60年08月01日0940号09
	昭60年08月01日0940号10
	昭60年08月01日0940号11
	昭60年08月01日0940号12
	昭60年08月01日0940号13
	昭60年08月01日0940号14
	昭60年08月01日0940号15
	昭60年08月01日0940号16
	昭60年08月01日0940号17
	昭60年08月01日0940号18
	昭60年08月16日0941号01
	昭60年08月16日0941号02
	昭60年08月16日0941号03
	昭60年08月16日0941号04
	昭60年08月16日0941号05
	昭60年08月16日0941号06
	昭60年08月16日0941号07
	昭60年08月16日0941号08
	昭60年08月16日0941号09
	昭60年08月16日0941号10
	昭60年08月16日0941号11
	昭60年08月16日0941号12
	昭60年09月01日0942号01
	昭60年09月01日0942号02
	昭60年09月01日0942号03
	昭60年09月01日0942号04
	昭60年09月01日0942号05
	昭60年09月01日0942号06
	昭60年09月01日0942号07
	昭60年09月01日0942号08
	昭60年09月01日0942号09
	昭60年09月01日0942号10
	昭60年09月01日0942号11
	昭60年09月01日0942号12
	昭60年09月01日0942号13
	昭60年09月01日0942号14
	昭60年09月01日0942号15
	昭60年09月01日0942号16
	昭60年09月01日0942号17
	昭60年09月01日0942号18
	昭60年09月16日0943号01
	昭60年09月16日0943号02
	昭60年09月16日0943号03
	昭60年09月16日0943号04
	昭60年09月16日0943号05
	昭60年09月16日0943号06
	昭60年09月16日0943号07
	昭60年09月16日0943号08
	昭60年09月16日0943号09
	昭60年09月16日0943号10
	昭60年09月16日0943号11
	昭60年09月16日0943号12
	昭60年10月01日0944号01
	昭60年10月01日0944号02
	昭60年10月01日0944号03
	昭60年10月01日0944号04
	昭60年10月01日0944号05
	昭60年10月01日0944号06
	昭60年10月01日0944号07
	昭60年10月01日0944号08
	昭60年10月01日0944号09
	昭60年10月01日0944号10
	昭60年10月01日0944号11
	昭60年10月01日0944号12
	昭60年10月16日0945号01
	昭60年10月16日0945号02
	昭60年10月16日0945号03
	昭60年10月16日0945号04
	昭60年10月16日0945号05
	昭60年10月16日0945号06
	昭60年10月16日0945号07
	昭60年10月16日0945号08
	昭60年10月16日0945号09
	昭60年10月16日0945号10
	昭60年11月01日0946号01
	昭60年11月01日0946号02
	昭60年11月01日0946号03
	昭60年11月01日0946号04
	昭60年11月01日0946号05
	昭60年11月01日0946号06
	昭60年11月01日0946号07
	昭60年11月01日0946号08
	昭60年11月01日0946号09
	昭60年11月01日0946号10
	昭60年11月01日0946号11
	昭60年11月01日0946号12
	昭60年11月16日0947号01
	昭60年11月16日0947号02
	昭60年11月16日0947号03
	昭60年11月16日0947号04
	昭60年11月16日0947号05
	昭60年11月16日0947号06
	昭60年11月16日0947号07
	昭60年11月16日0947号08
	昭60年11月16日0947号09
	昭60年11月16日0947号10
	昭60年11月16日0947号11
	昭60年11月16日0947号12
	昭60年12月01日0948号01
	昭60年12月01日0948号02
	昭60年12月01日0948号03
	昭60年12月01日0948号04
	昭60年12月01日0948号05
	昭60年12月01日0948号06
	昭60年12月01日0948号07
	昭60年12月01日0948号08
	昭60年12月01日0948号09
	昭60年12月01日0948号10
	昭60年12月01日0948号11
	昭60年12月01日0948号12
	昭60年12月01日0948号13
	昭60年12月01日0948号14
	昭60年12月16日0949号01
	昭60年12月16日0949号02
	昭60年12月16日0949号03
	昭60年12月16日0949号04
	昭60年12月16日0949号05
	昭60年12月16日0949号06
	昭60年12月16日0949号07
	昭60年12月16日0949号08
	昭60年12月16日0949号09
	昭60年12月16日0949号10
	昭60年12月16日0949号11
	昭60年12月16日0949号12
	昭60年12月16日0949号13
	昭60年12月16日0949号14
	昭60年12月16日0949号15
	昭60年12月16日0949号16

